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特定非営利活動法人
ニッポン・アクティブライフ・クラブ
上田・千曲活動拠点
事務局：上田市真田町本原 788-2 香山方
TEL 0268-72-2538 FAX 0268-72-2539
URL:http://nalc-ueda.com/

ナルク上田・千曲第 9回定時総会を開催しますナルク上田・千曲第 9回定時総会を開催します
5/29
( 金 )

会　　場：上田市上野畑山 2644 旧香山邸
開催時間：総会は午後２時より　懇親会：午後４時頃より、会費：2000 円

多くの方の参加をお願いいたします

第
９
回
定
時
総
会
次
第

司
会　

副
代
表　

香
山
幸
江

第
１
部

　

拠
点
第
９
回
定
時
総
会

一
．
開
会
の
こ
と
ば

　
　
　

副
代
表　

滝
沢
聖
子

二
．
拠
点
代
表
挨
拶

　
　
　

代
表　
　

内
田
雅
久

三
．
来
賓
ご
紹
介
・
ご
祝
辞

四
．
祝
電
披
露

　
　
　

副
代
表　

香
山
幸
江

五
．
議
長
選
出

　

（
執
行
部
案
：
中
村
康
治
）

六
．
議
事
録
署
名
人
選
出

　

（
議
長
が
選
出
）

七
．
議
事

第
１
号
議
案

　

２
０
１
４
年
度
活
動
報
告

　
　

代
表　

内
田
雅
久

第
２
号
議
案

　

２
０
１
４
年
度
会
計
決
算
報
告

　
　

会
計　

千
野
里
い

第
３
号
議
案

　
　

会
計
監
査
報
告

　
　

監
事　

柳
沢
利
喜
男

第
４
号
議
案

　

新
年
度
役
員
の
選
出(

15

　

～
16
年
度)

　
　

代
表　

内
田
雅
久

第
５
号
議
案

　

２
０
１
５
年
度
活
動
計
画
（
案
）

　
　

代
表　

内
田
雅
久

第
６
号
議
案

　

２
０
１
５
年
度
予
算
（
案
）

　
　

会
計　

井
澤
貞
子

八
．
議
長
解
任

九
．
閉
会
の
こ
と
ば

　
　

副
代
表　

滝
沢
聖
子

第
２
部　

懇
親
会

　

会
費
：
２
，
０
０
０
円

は
じ
め
に

　

当
拠
点
の
２
０
１
４
年
度

末
で
の
実
勢
は
、
会
員
数

１
７
６
名
・
世
帯
数
１
２
２

世
帯
・
年
間
時
間
預
託
点
数

１
３
２
６
点
・
年
間
奉
仕
時

間
点
数
３
０
８
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

同
年
度
は
大
き
な
事
業
と

し
て
「
ナ
ル
ク
設
立
20
周
年

記
念
行
事
」
が
組
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
前
年
度
か
ら
「
皆

で
東
北
に
行
こ
う
」
と
頑
張
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
２
０
１
４
年
度
の

時
間
預
託
活
動
の
観
点
か
ら

は①
前
年
度
と
同
じ
く
、
会
員

数
を
２
０
０
名
に
す
る
と
の

目
標
数
字
を
う
ち
だ
し
ま
し

た
が
、
結
果
は
１
７
６
名
で

７
名
の
増
員
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。
年
度
間
で
は
32
名
の

入
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
一
方
で
25
名
の
退
会
が
あ

り
ま
し
た
。
内
、
転
出
会
員

が
８
名
、
死
亡
退
会
が
８
名
、

自
主
退
会
会
員
が
９
名
で
し

た
。

②
そ
の
２
０
０
名
達
成
の
た

め
に
、
毎
月
の
運
営
委
員
会

で
、
新
入
会
員
の
加
入
状
況

と
獲
得
活
動
状
況
、
退
会
会

員
の
歯
止
め
に
つ
い
て
話
し

合
う
と
し
ま
し
た
が
、
現
状

認
識
が
精
一
杯
で
、
積
極
的

な
運
営
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

③
ナ
ル
ク
設
立
20
周
年
記
念

行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る

に
つ
き
ま
し
て
は
、
12
名
の

会
員
の
皆
様
と
楽
し
く
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
印
象

に
残
っ
た
活
動
と
し
ま
し
て

は
、
二
本
松
農
園
で
の
大
豆

の
種
蒔
き
の
農
作
業
支
援
で

し
た
。
幸
い
作
業
時
に
は
今

に
も
降
り
だ
し
そ
う
な
雨
が
、

作
業
終
了
ま
で
も
っ
て
く
れ
、

心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
ま

た
短
時
間
で
手
際
よ
く
作
業

を
進
め
、
そ
の
後
の
大
豆
の

発
芽
率
も
百
％
に
近
く
、
同

園
代
表
の
斉
藤
様
か
ら
、
お

褒
め
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。　
　

④
11
月
15
日
（
土
）
開
催
の
「
第

31
回
真
田
消
費
生
活
展
」
に

参
加
し
、
ナ
ル
ク
の
輪
を
ひ

ろ
げ
る
と
い
う
点
に
つ
き
ま

し
て
は
、
実
行
委
員
と
し
て

参
加
し
ナ
ル
ク
の
PR
を
実
施

し
ま
し
た
。
即
会
員
増
に
は

結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
れ
を
機
に
入
会
し
て
頂
い

た
会
員
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

⑤
「
ナ
ル
ク
千
曲
川
」
の
継

続
発
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、

隔
月
発
行
で
第
44
号
ま
で
発

行
し
、
拠
点
の
活
動
状
況
や
、

健
康
情
報
を
発
信
し
て
き
ま

し
た
。
正
直
、
原
稿
集
め
に

苦
労
し
て
発
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

⑥
エ
コ
活
動
の
古
紙
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
ペ
ー
パ
ー
の
共

同
購
入
の
実
施
に
つ
き
ま
し

て
は
、
5
月
9
日
、
11
月
17

日
の
２
回
実
施
し
、
１
回
目

は
約
4.7
ト
ン
、
２
回
目
は
約

3.6
ト
ン
の
古
紙
を
扱
い
ま
し

た
。

⑦
「
え
ん
」
を
定
期
的
に
借

用
利
用
し
、
会
員
の
話
し
合

い
と
情
報
交
換
の
場
を
つ
く

る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

月
２
回
の
開
催
目
標
で
、
第

２
・
第
４
水
曜
日
を
充
て
ま

し
た
。
都
合
18
回
開
催
し
ま

し
た
が
、
特
に
テ
ー
マ
を
も

た
ず
に
開
催
し
た
た
め
、
活

動
と
し
て
は
低
調
で
大
い
に

反
省
し
ま
し
た
。
何
と
か
気

軽
に
寄
り
集
ま
れ
る
場
を
、

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

⑧
会
員
同
志
の
親
睦
を
深
め
、

趣
味
と
健
康
の
増
進
か
ら
サ

ロ
ン
活
動
と
同
好
会
活
動
を
、

推
進
者
を
決
め
実
施
す
る
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
サ
ロ

ン
上
田
、
サ
ロ
ン
千
曲
川
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
、

謡
曲
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
計
画

通
り
に
実
施
、
特
に
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
は
24
名
中 

ナ
ル
ク

会
員
が
10
名
に
増
え
ま
し
た
。

　

縁
の
会
で
は
、
３
月
25
日

に
講
習
会
と
食
事
会
を
開
催

し
、
日
頃
の
送
迎
活
動
の
労

を
ね
ぎ
ら
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　　

一
方
、
奉
仕
活
動
の
面
で
は

①
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
草

取
り
を
、
6
月
26
日
12
名
、

9
月
14
日
14
名
の
会
員
が
参

加
し
実
施
し
ま
し
た
。
少
し

は
環
境
美
化
の
お
役
に
た
っ

た
と
思
い
ま
す
。

②
本
部
会
報
と
拠
点
広
報
紙

の
手
配
り
で
、
会
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

に
つ
き
ま
し
て
は
、
意
識
レ

ベ
ル
で
実
施
、
通
信
費
の
削

減
に
寄
与
し
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。　

　

以
上
が
活
動
報
告
で
す

が
、
前
年
度
と
比
較
し
た
数

字
か
ら
総
括
し
ま
す
と
、
会

員
数
は
前
年
度
よ
り
７
名
増

加
、
世
帯
数
は
２
世
帯
増
加
、

時
間
預
託
点
数
は
32
点
増
加

の
約
2.5
％
ア
ッ
プ
。
奉
仕
時

間
点
数
は
２
点
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
千
曲
川
河
川
清
掃
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
的
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
為
で
す
。
会
員
数
の

伸
び
悩
み
に
も
拘
ら
ず
、
活

動
そ
の
も
の
は
維
持
で
き
た

と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
前
回
の
総
会
以
降
に

逝
去
さ
れ
た
方
々
は
、
故
・

稲
場
當
一
様
、
岩
崎
玉
雄
様
、

長
崎
文
雄
様
、
安
部
哲
造
様
、

実
行
委
員　

山
口　

武
重
（
再
任
）

実
行
委
員　

小
笹　

光
恵
（
再
任
）

実
行
委
員　

長
崎　

安
子
（
再
任
）

実
行
委
員　

宮
崎
佐
喜
子
（
再
任
）

実
行
委
員　

小
林　

満
子
（
再
任
）

実
行
委
員　

佐
々
木　

司
（
新
任
）

実
行
委
員　

松
永　

茂
樹
（
新
任
）

監
事　
　
　

柳
沢
利
喜
男
（
再
任
）

監
事　
　
　

山
嵜　

規
正
（
再
任
）

「
第
32
回
真
田
地
域
消
費
生
活

展
」
に
参
加
し
、
ナ
ル
ク
の

知
名
度
を
上
げ
る
。
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
も
同
時
に
開
催

し
、
古
書
等
の
販
売
を
行
う
。

⑥
拠
点
の
会
報
紙
「
ナ
ル
ク

千
曲
川
」
を
継
続
し
て
発
行

し
、
会
員
に
役
立
つ
情
報
を

発
信
す
る
。

⑦
古
紙
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

ペ
ー
パ
ー
共
同
購
入
の
エ
コ

活
動
を
、
年
２
回
継
続
し
て

実
施
す
る
。

⑧
「
え
ん
」
を
定
期
的
に
借

用
利
用
し
、
テ
ー
マ
を
決
め

て
、
会
員
の
話
し
合
い
情
報

交
換
の
場
を
作
る
。（
月
２
回
、

第
２
・
第
４
水
曜
日
開
催
を

目
標
と
す
る
） 

⑧
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
、

趣
味
と
健
康
の
増
進
か
ら
、

サ
ロ
ン
活
動
と
同
好
会
活
動

を
推
進
者
を
決
め
実
施
す
る
。

　

サ
ロ
ン
上
田

　

（
推
進
者
：
内
田
・
香
山
）

　

サ
ロ
ン
千
曲
川

　

（
推
進
者
：
長
崎
・
井
澤
）

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　

（
推
進
者
：
内
田
）

　

謡
曲

　

（
推
進
者
：
滝
沢
）

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　

（
推
進
者
：
丸
山
、
松
橋
）

　

縁
の
会

　

（
推
進
者
：
松
永
・
小
笹
・

　
　
　
　
　

 

宮
崎
）

　

奉
仕
活
動
に
つ
い
て

①
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
年

２
回
の
草
取
り
を
継
続
し
て

実
施
す
る
。

②
ナ
ル
ク
活
動
と
し
て
の
会

報
の
手
配
り
を
増
し
、
会
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
更
に
深
め
る
。

③
施
設
訪
問
を
す
す
め
る
。

第
１
号
議
案

　
２
０
１
４
年
度
ナ
ル
ク
上
田
・
千
曲

　
活
動
報
告

２
０
１
５
年
度
運
営
委
員
会

（
任
期
二
年
）

代　
　

表　

内
田　

雅
久
（
再
任
）

副　

代
表　

香
山　

幸
江
（
再
任
）

副　

代
表　

滝
沢　

聖
子
（
再
任
）

事
務
局
長　

倉
橋　

重
松
（
再
任
）

会　
　

計　

井
澤　

貞
子
（
新
任
）

実
行
委
員　

千
野　

里
い
（
再
任
）

実
行
委
員　

中
村　

康
治
（
再
任
）

実
行
委
員　

丸
山　

勝
弘
（
再
任
）

実
行
委
員　

三
井
袈
裟
喜
（
再
任
）

堀
内
源
二
郎
様
、
田
中
尚
武

様
、
飯
嶋
智
様
、
小
宮
山
千

代
子
様
、
小
林
富
子
様
の
９

名
の
方
々
で
す
。
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

と
同
時
に
、
ご
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

第
２
号
議
案

　
２
０
１
４
年
度
会
計
決
算
報
告

　

次
ペ
ー
ジ
の
貸
借
対
照
表
と
活
動
計
算
書
の
通
り
で
す
。

第
４
号
議
案

　
新
年
度
運
営
委
員
の
選
出（
案
）

第
３
号
議
案

　
監
査
報
告

第
５
号
議
案

　
２
０
１
５
年
度
活
動
計
画
（
案
）

　

平
成
27
年
4
月
7
日
に
監

査
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
監

査
の
結
果
、
関
係
書
類
及
び

他
の
書
類
は
正
確
で
あ
り
、

内
容
は
適
切
で
あ
る
と
認
め

ま
す
。

　

平
成
27
年
4
月
7
日

ナ
ル
ク
上
田
・
千
曲

　

監
事　

柳
沢
利
喜
男

　

監
事　

山
嵜　

規
正

　

時
間
預
託
活
動
に
つ
い
て

①
新
入
会
員
数
60
名
を
目
標

に
す
る
。
特
に
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
の
６
～
８
月
は
、
30

名
の
入
会
を
目
標
と
す
る
。

②
そ
の
目
標
達
成
の
為
に
、

毎
月
の
運
営
委
員
会
で
新
入

会
員
の
加
入
状
況
と
獲
得
活

動
状
況
、
退
会
会
員
の
歯
止

め
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

③
本
部
方
針
の
「
地
域
包
括

ケ
ア
へ
の
参
加
」
を
具
体
化

す
る
た
め
に
、
上
田
市
と
坂

城
町
に
設
置
さ
れ
て
い
る
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
11
ヵ
所
中
、

武
石
を
除
く
10
ヵ
所
を
ナ
ル

ク
の
チ
ラ
シ
を
持
参
訪
問
し

つ
な
が
り
を
も
つ
。

④
拠
点
独
自
の
栞
（
小
型
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
）
を
作
成
し
、

常
に
携
帯
し
て
PR
に
役
立
て

る
と
同
時
に
、
各
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
置
か
せ
て
頂
く
。

⑤
11
月
14
日
（
土
）
開
催
の

第
６
号
議
案

　
２
０
１
５
年
度
予
算
（
案
）

　

活
動
計
算
書
の
２
０
１
５
年
度
予
算
案
の
通
り
で
す
。

委任状提出のお願い
　総会に欠席される方は、
これから送ります往復はが
きに欠席会員のお名前を書
き捺印の上ご返信ください。
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実績 提供活動 生活アド等 講師等 ①小計 1 コーディネート 事務所当番等 事務所提供 小計２ 合計 ②利用
　点数人数 点数 人数 点数 人数 点数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 点数 点数

３月 １１ １０８ － － － － １０８ １ ２ ６ １６ １ １５ ３３ １４１ ０
４月 １３ １０１ － － １ ４ １０５ １ １ ９ １６ １ １５ ３２ １３７ ０

奉仕活動点数　（平成２7年４月末までの累計　 　２７年度３０８点　通算１，４７３点）

福　祉 子育て 環　境 その他 NALC 活動 合　計 利用 総　計
人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 人数 点数 点数 人数 点数 点数

３月 １ １ － － － － － － ３ ４ ５ － － ５
４月 １ ２ － － － － － － ４ ５ ７ － － ７

３月４月のナルク上田・千曲のボランティア活動

勘定科目 2013 度金額 2014 度金額 増減金額

【Ⅰ　流動資産】

［１．現金預金］

現金 14,814 9,900 -4,914

郵便貯金 725,327 730,849 5,522

［現金預金］ 740,141 740,749 608

［２．棚卸資産］

貯蔵品 5,000 0 -5,000

［棚卸資産］ 5,000 0 -5,000

【流動資産合計】 745,141 740,749 -4,392

【資産の部】 745,141 740,749 -4,392

【Ⅰ　流動負債】

【Ⅱ　固定負債】

【負債の部】 0 0 0

【Ⅲ　正味財産】

前期繰越正味財産 670,021 0 -670,021

前期繰越正味財産額 0 745,141 745,141

当期正味財産増加 75,120 -4,392 -79,512

【次期繰越金】 745,141 740,749 -4,392

【正味財産の部】 745,141 740,749 -4,392

【負債・資本の部】 745,141 740,749 -4,392

貸借対照表

勘定科目
2014 年度

予算金額

2014 年度

実績金額

予実対比
2015 年度

予算 (案 )

2015 年度予算 /

2014 年度実績

(%)
金額 実績／予算

【Ⅰ　経常収益の部】

［１．会費収入］

拠点交付金 140,700 163,500 22,800 116.2 180,000 110.1

［会費収入］ 140,700 163,500 22,800 116.2 180,000 110.1

［２．事業収益］

内部収入 5,000 11,800 6,800 236.0 0 0.0

活動収益 40,000 12,700 -27,300 31.8 4,000 31.5

［事業収益］ 45,000 24,500 -20,500 54.4 4,000 16.3

［３．受取寄付金］

時間預託活動寄付金 150,000 141,150 -8,850 94.1 150,000 106.3

［受取寄付金］ 150,000 141,150 -8,850 94.1 150,000 106.3

［５．その他収益］

受取利息 100 172 72 172.0 150 87.2

［その他収益］ 100 172 72 172.0 150 87.2

【経常収益合計】　① 335,800 329,322 -6,478 98.1 334,150 101.5

［Ⅱ　経常費用の部］

［１．事業費］

内部支出 11,000 36,350 25,350 330.5 36,350 100.0

旅費交通費 120,000 107,027 -12,973 89.2 100,000 93.4

通信運搬費 120,000 88,975 -31,025 74.1 100,000 112.4

消耗品費 30,000 22,192 -7,808 74.0 30,000 135.2

会議費 120,000 45,178 -74,822 37.6 50,000 110.7

ボランティア保険料 22,800 22,800 0 100.0 21,300 93.4

租税公課 1,000 800 -200 80.0 1,000 125.0

支払手数料 1,000 510 -490 51.0 1,000 196.1

水道光熱費 10,000 5,000 -5,000 50.0 10,000 200.0

雑費 10,000 4,882 -5,118 48.8 20,000 409.7

［その他経費］ 445,800 333,714 -112,086 74.9 369,650 110.8

［事業費］ 445,800 333,714 -112,086 74.9 369,650 110.8

［４．予備費］

予備費 480,141 0 -480,141 0.0 705,249 -

［予備費］ 480,141 0 -480,141 0.0 705,249 -

【経常費用】　② 925,941 333,714 -592,227 36.0 1,074,899 322.1

【Ⅲ当期経常増減額】①－② -590,141 -4,392 585,749 0.7 -740,749 -

［Ⅳ経常外収益］

［Ⅴ経常外費用］

［Ⅵ当期経常外増減額］ 0 0 0 0.0 0 -

【Ⅶ当期正味財産増減額】③ -590,141 -4,392 585,749 0.7 -740,749 -

前期繰越金　  　　④ 745,141 745,141 0 100.0 740,749 99.4

【次期繰越正味財産額】③＋④ 155,000 740,749 585,749 477.9 0 -

活動計算書

サ
ロ
ン
上
田

　

「
サ
ロ
ン
上
田
」
は
大
き
な
声
で

歌
い
、
気
持
ち
も
良
い
、
ス
ト
レ

ス
解
消
に
は
最
高
の
活
動
で
す
。

　

毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
声
を
出
す
こ
と
、
多
く

の
人
と
語
り
合
う
こ
と
が
認
知
症

を
防
止
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
音
楽
が
好
き
な

方
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
つ
な
が
り
を
強
く
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

場
所
は
「
ま
ね
き
ね
こ
」
で
正

午
か
ら
。
会
費
は
昼
食
付
き
・
３

時
間
歌
い
放
題
で
１
０
０
０
円
で

す
。

サ
ロ
ン
千
曲
川

　

「
サ
ロ
ン
千
曲
川
」
は
し
な
の

鉄
道
坂
城
駅
近
く
で
会
員
さ
ん
が

小
料
理
店
を
経
営
し
て
い
る
「
み

ち
く
さ
」
で
飲
ん
で
食
べ
て
唄
っ

て
と
楽
し
く
毎
月
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

先
日
会
員
の
店
主
の
方
が
熊

に
襲
わ
れ
大
け
が
を
し
ま
し
た

が
、
元
気
に
営
業
を
し
て
い
ま

す
。
松
茸
の
時
期
に
は
店
主
さ
ん

が
山
か
ら
採
取
し
て
き
た
松
茸
を

ご
馳
走
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
坂
城
町
在
住
の
会
員
さ

ん
が
中
心
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

毎
月
第
２
金
曜
日
の
午
後
６
時

30
分
か
ら
。
会
費
は
１
５
０
０
円
、

飲
み
代
（
お
酒
）
は
別
途
で
す
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　

公
民
館
の
生
涯
学
習
に
協
力
し

て
活
動
し
て
い
る
「
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
」
は
、
踊
る
こ
と
に
よ
っ
て

体
の
バ
ラ
ン
ス
、
筋
力
を
整
え
足

腰
を
鍛
え
る
と
い
う
、
老
化
防
止

に
役
立
つ
要
素
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

男
女
が
手
を
つ
な
ぎ
ド
キ
ド
キ
、

ワ
ク
ワ
ク
。
ト
キ
メ
キ
と
筋
力
の

強
化
が
長
寿
の
秘
訣
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
毎
週
月
曜
日
午

ま
す
。

　

会
費
は
月
１
０
０
０
円
、
講
師

は
会
員
の
関
根
美
知
子
先
生
で

す
。

謡
曲

　

北
信
で
は
、
謡
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
腹
か
ら
声
を
出

す
こ
と
が
健
康
に
一
番
。
坂
城
町

で
毎
月
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
ま

す
。

　

講
師
は
、
小
林
弘
行
先
生
。
ナ

ル
ク
の
会
員
さ
ん
で
す
。
習
う
は

「
宝
生
流
謡
」で
す
。
会
費
は
無
料
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　

全
身
の
体
を
ネ
ジ
っ
て
、
柔
軟

に
。
そ
し
て
、
歩
け
歩
く
で
転
倒

予
防
に
繋
が
り
ま
す
。
毎
月
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
青
空
の
下
体

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
的
に
毎
月
第
１
・
第
３
水

曜
日
に
開
催
。
た
ま
に
菅
平
の
サ

ン
グ
リ
ー
ン
に
行
き
ま
す
。
会
費

は
無
料
で
す
。

自
由
サ
ロ
ン
え
ん

　

会
員
に
限
ら
ず
誰
も
が
気
軽

に

立
ち

寄
れ

る

溜

ま

り

場
と

し

て

毎

月

第

２
、

第

４

水

曜

日

に
「

え

ん

」

で

午

後

１

時

か
ら
４
時
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
暗
中
模
索
状
況

で
、
存
続
が
危
う
い
の
で
す
が
、

何
と
か
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
お
知
恵

を
是
非
拝
借
し
た
い
。
無
線
LAN
の

環
境
も
整
い
ま
し
た
の
で
、
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
開
催
も
出
来
ま
す
。

古
書
の
持
ち
込
み
も
歓
迎
で
す
。

お
お
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

前
10
時
か
ら
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

い
つ
ま
で
も
元
気
に
、
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
♪

ナ
ル
ク
の
活
動
に
参
加
し
て
、

活
き
活
き
元
気
の
体
を
持
ち
つ
づ
け
ま
し
ょ
う
♪

自由サロン 「えん」 でハンドマッサージの講習

運営委員会
　毎月第２木曜日に開催しています。正午に集まり３００円の食事代。懇談しながら食
事。そして会議を始めます。会員の方なら、どなたでも参加することができます。


